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平成 27 年試験
論 文 式 試 験 問 題

経営学・経済学・民法・統計学

1　試験開始の合図があるまで，この問題冊子や筆記用具に触れないで下さい。触れた場合は，
不正受験とみなすことがあります。
2　試験中，使用が認められたもの以外は，すべてかばん等にしまい，足元に置いて下さい。衣
類のポケット等にも入れないで下さい。試験中，使用が認められているものは，次のとおりです。
筆記用具，修正液（修正テープ），算盤又は電卓（基準に適合したものに限る。），定規，ホッ
チキス及び時計（計時機能のみを有するものに限る。）
使用が認められたもの以外のものを机上に出している場合は，不正受験とみなすことがあり

ます。試験中においても，試験官が必要と認めた場合には，携行品の確認をすることがあります。
3　携帯電話等の通信機器の取扱いについては，試験官の指示に従って下さい。指示に従わない
場合は，不正受験とみなすことがあります。
4　試験官の指示に従わない場合，また，周囲に迷惑をかける等，適正な試験の実施に支障を来
す行為を行った場合は，不正受験とみなすことがあります。
5　不正受験と認めた場合，直ちに退室を命ずることがあります。
6　各選択科目の試験時間は 2時間です。
7　試験開始の合図により，試験を始めて下さい。
8　試験問題及び答案用紙（並びに民法選択者の試験用法令基準等）は必ず机上に置いて下さい。
椅子や机の下等には置かないで下さい。
9　この問題冊子は， 1頁から 30 頁までとなっており，選択科目の 4科目が掲載されていま
す。受験願書を提出する際に選択した科目（受験票の選択科目を再度確認すること。）を 1科目
選択し，答案を作成して下さい。試験開始の合図の後，まず頁を調べて，印刷不鮮明，落丁等
があれば黙って挙手し，試験官に申し出て下さい。
10　答案用紙は問題冊子の中ほどに挿入してあります。
11　答案は配付した答案用紙の所定欄に記載し，欄外には記載しないで下さい。答案作成に当
たっては，ボールペン又は万年筆（いずれも黒インクに限る。）を使用して下さい。
12　受験番号シールは，試験開始の合図の後，各答案用紙の左上の所定欄に貼付して下さい。各
問の答案用紙が複数枚のものについては， 1枚目だけでなく， 2 枚目以降にも受験番号シール
を貼付して下さい。受験番号シールが貼付されていない場合は，答案が採点されません。
13　選択した科目の答案用紙は必ず切り取り線で切り離したうえで提出して下さい。各問の答案
用紙が複数枚のものについても，ホッチキスで留めたりせず，必ず切り離した状態で提出して
下さい。また，選択した科目以外の答案用紙は提出しないで下さい。
14　問題に関する質問には一切応じません。
15　試験開始後 60 分間及び試験終了前 10 分間は，答案用紙の提出及び試験室からの退室はでき
ません。それ以外の時間に中途退室する場合には，必ず挙手し，試験官が答案用紙を受け取り
確認するまで席を立たないで下さい。
16　試験中，やむを得ない事情で席を離れる場合は，挙手のうえ試験官の指示に従って下さい。
17　試験終了の合図とともに直ちに筆記用具を置き，答案用紙を裏返して下さい。試験終了後
に，答案用紙や筆記用具に触れた場合は，不正受験とみなすことがあります。試験官が答案用
紙を集め終わり，指示するまで絶対に席を立たないで下さい。
18　問題冊子，試験用法令基準等（民法選択者に限る。以下，同じ。）は，試験終了後，持ち帰る
ことができます。
なお，中途退室する場合には問題冊子，試験用法令基準等の持ち出しは認めません。問題冊
子，試験用法令基準等が必要な場合は，各自の席に置いておきますので，試験終了後，速やか
に取りに来て下さい。

注 意 事 項

（ 1頁〜）

（選択科目）

（12 頁〜）（17 頁〜）（19 頁〜）
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わが国において，経営学の分野で数多く出版され，経営者やビジネスマン等現場の人たち

によく読まれたものの一つとして，P．F．ドラッカーの著作があげられよう。オーストリア

生まれのドラッカーは，1937 年ナチスの迫害を逃れて，イギリスを経てアメリカに渡っ

た。『経済人の終わり』（1939 年）で経済至上主義を批判し，『産業人の未来』（1942 年）で第

二次世界大戦後の経済社会の在り方として，「自由にして機能する社会」を構想した。そして

『企業とは何か』（1946 年）を契機に，企業経営に関する本格的な研究に入った。

彼は，20 世紀に勃興した大企業を新古典派経済学などで言われる株主の所有する私的財

産ではなく，社会を構成する主要な器官として捉え，大企業は経済的機能，社会的機能，お

よび（　Ａ　）機能を果たし，個人はその中で各自の役割と地位を得て統合されると考えた。

そこで，社会的器官としての企業の維持・存続が重視され，利潤は企業の目的ではなく，企

業および社会の維持・存続のための原資とみなされた。

ドラッカーはこのような社会観・企業観に基づいて，独自のマネジメント論を『現代の経

営』（1954 年）および『マネジメント ― 課題・責任・実践』（1973 年）において体系的に提示

した。そのなかで，彼は企業目的を「顧客の創造」とし，それを実現させるためにマーケティ

ングとイノベーションの重要性を説いている。また，彼は組織構成員による生産性の向上を

も重視した。加えて，トップ・マネジメントの社会的責任を強調するなど，社会的な視点か

らのマネジメント論を展開した。

さらに，ドラッカーは企業だけでなく，現代社会を構成する器官として市場と行政の補完

機能を果たす（　Ｂ　）の役割にも注目するなど，まさに社会の物見役として，社会生態学的

な著作をわれわれに遺している。

問題 1
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（経　営　学）
第　 1　問

（満点 　100 点）
第 2問とあわせ

時　間　 2時間
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空欄（　Ａ　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

下線部イについて，ドラッカーは利潤を未来のための「何」と表現しているか，最も適切な

語句を答えなさい。

下線部ロに関連し，J．A．シュンペーターが示したイノベーションの 5類型のうち， 2つ

を答えなさい。

下線部ハについて，ドラッカーはどのような「生産性」を重視したか，従来の生産性概念と

比較して述べなさい。

空欄（　Ｂ　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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グローバル化や競争の激化にともない，経営戦略のなかに，M&A（合併と買収）や提携を

巧みに組み込む企業が増加している。これは，組織間関係の戦略的重要性が注目されるよう

になったことを示している。

組織間関係の理論には，いくつか代表的なものが存在する。O．E．ウィリアムソンらの取

引費用理論によれば，組織間の取引が組織化されるか，市場化されるか，あるいは中間組織

でなされるかは，取引費用の相対的な大きさによって決まるとする。J．D．トンプソンらの

オープン・システム理論によれば，組織は，環境の（　Ａ　）を削減し，最も効率的に管理す

るための対境戦略として，組織間関係を形成しようとする。J．フェッファーらの（　Ｂ　）依

存理論によれば，組織が必要とする（　Ｂ　）の他組織への依存の程度によって，当該組織と

他組織とのパワー関係が決まるとする。P．J．ディマジオらの制度理論によれば，組織は自

らの正統性を獲得するために，他組織との関係を形成するとする。

M&Aは多角化戦略の有力な方法であり，さまざまなメリットがある一方で，米国では，

1960 年代，コングロマリット型などの多角化が増え，業績の悪化した企業も見られた。ま

たわが国では，1980 年代後半からM&Aがさかんになり，証券市場外において，一定期間

に一定価格で対象企業の株式を大量に買い取ることを公表し，株式を取得する方法など，さ

まざまな手法が展開された。

他方，M&Aよりも緩やかな組織間関係である提携では，M&Aよりも幅広いネットワー

クを構築することができる。最近，提携関係を積極的に推進させる戦略的提携が増えてい

る。たとえば，製品アーキテクチャーが（　Ｃ　）型から（　Ｄ　）型へ移行するに従って，そ

の役割も増してきている。戦略的提携では，協力することで互いに高い成果をあげることが

わかっていても，自己利益を優先させるために非協力的になりがちであり，結局は双方とも

好ましい成果をあげることができない状態も生じる。したがって，戦略的提携では，組織間

の良好な関係をいかにして構築・継続していくかが， 1つの課題であると言える。

問題 2
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ニ
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下線部イについて，取引費用理論における人間行動の前提を 2つ答えなさい。

空欄（　Ａ　）と（　Ｂ　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

下線部ロについて，米国でコングロマリット型の多角化が増加した理由を，関連した法律

を明記した上で述べなさい。

下線部ハのM&Aの手法名を答えなさい。

空欄（　Ｃ　）と（　Ｄ　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

下線部ニの状態を，ゲーム理論では何と呼ぶか。最も適切な語句を答えなさい。

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 6
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M&Aに関する次の文章を読み，以下の設問に答えなさい。なお，空欄①〜⑥には語句，

空欄ア〜ウには数式が入る。

最近，日本企業によるM&A（合併と買収）が増加している。M&Aは，自社の ①

や現金を対価としての投資先企業の株式に対する投資行動となるため，買い手として投資の

経済合理性を評価する必要がある。投資の経済合理性の評価手法としては，買い手がM&A

を通して獲得する投資先企業の生み出す将来のキャッシュ・フロー（M&Aによるシナジー

効果を含める）の現在価値と，M&Aに要する買収金額（コスト）を比較する ② 法が

理論と整合的である。投資先企業の生み出す将来のキャッシュ・フローの現在価値は，投資

先企業のゴーイング・コンサーンを前提とした永久年金法と呼ばれる数式で算出することが

可能である。すなわち，投資先企業の買収後初年度の期待キャッシュ・フローCF1，その永

久成長率 g，および割引率Rの 3 つの要素からなる数式 ア で算出する。ここで，

割引率Rには， ③ の資本コストを用いる。もし，この手法を用いて算出した投資

先企業の将来のキャッシュ・フローの現在価値と買収金額が同額の場合は，他の条件を一定

として ② 法により判断すれば，このM&Aの実施により買い手企業は自社の既存

株主に帰属する価値を ④ ことになる。

M&Aにおいて，買い手が価値増大を図る財務的手法の一つに，レバレッジド・バイアウ

トという買収手法がある。これは，買収時に，買収価格の大部分を借入資本で調達する手法

である。そもそも，F．モディリアニとM．ミラーの資本構成に関する理論（MM理論）は，税

制度が存在しない完全市場を想定すると，企業の借入比率を増加させた場合，その企業の企

業価値は ⑤ ことを示している。しかし，法人税の存在を前提にすると，借入に伴う

支払い利息は税務上の費用として扱われるため，借入金額をD，その利子率をRD，法人税

率を tとすると，借入により イ だけ毎年の税額が削減される。レバレッジド・バイ

アウトは，この借入に伴う支払い税額の減少効果を最大限利用することを意図している。し

かし，借入比率を過度に高めると債務不履行リスクが高まり，これに伴う財務困難コストに

より企業価値は低下する。この支払い税額の減少による企業価値へのプラスの効果と，財務

困難コストのマイナスの効果を反映すると，投資政策一定の下での借入金額と企業価値の関

係は，理論的にはグラフ 1の形状で示される。

なお，実際に投資先企業の企業価値評価を行う場合には，その将来の借入金額の推移を正

確に予想することは困難なため，借入に伴う支払い利息や支払い税額への影響はキャッ

シュ・フローではなく，割引率に反映させることが一般的である。この場合に使用する割引

率は，株式資本コストと借入資本コスト（負債コスト）を加重平均した加重平均資本コスト

（WACC）と呼ばれるものである。株式資本価値をE，借入資本価値（負債価値）をD，株式

問題 1

（経　営　学）
第　 2　問

（満点 　100 点）
第 1問とあわせ

時　間　 2時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（50 点）



6 2122230827 Ｍ6―15

平成27年論文式選択科目

平成27年論文式選択科目

平
成
27
年
論
文
式
選
択
科
目

資本コストをRE，借入資本コストをRD，法人税率を tとする場合，加重平均資本コストは

数式 ウ で表すことができる。この加重平均資本コストを割引率として用いて，投資

先企業の将来のキャッシュ・フロー（ただし，利息支払い前のもの）の現在価値を算出する

と，これが投資先企業の企業価値になる。この企業価値から投資先企業の ⑥ を引い

た金額が，投資先企業の株式の理論価値となる＊1。

＊1　余剰現金等の将来のキャッシュ・フローに反映されない余剰資産は想定しない。

文中の空欄①，②，⑤，⑥に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

文中の空欄③と④に当てはまる最も適切な語句をそれぞれ選択肢から選び，記号で答えな

さい。

空欄③に当てはまる最も適切な語句

ａ．買い手企業　　ｂ．投資先企業　　ｃ．買い手企業と投資先企業の平均

ｄ．投資先企業の筆頭株主である企業

空欄④に当てはまる最も適切な語句

ａ．増大させる　　ｂ．減少させる　　ｃ．維持する　　ｄ．大きく変動させる

文中の空欄ア〜ウに当てはまる数式をそれぞれ文中の記号を用いて答えなさい。

文中の指示に従い，投資政策一定の下での借入金額と企業価値の関係を示すグラフ 1を作

成しなさい。なお，答案用紙のグラフ 1には，無借金企業の企業価値をＹ軸上に示してあ

る。グラフは，上記の無借金企業の企業価値を基準として用い，借入金額と企業価値の関係

の形状が明確に読み取れるように作成しなさい。

問 1

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2

問 3

問 4
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ポートフォリオ理論について，以下の設問に答えなさい。なお，計算問題については，数

値が小数点第 2位で割り切れない場合は，小数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答

えること（計算途中での四捨五入は行わない）。必要があれば次頁の平方根表を利用しなさい。

次の（表 1）は，証券Ｘ，証券Ｙ，証券Ｚ，市場ポートフォリオの特性を示したものである。

（表 1）証券Ｘ，証券Ｙ，証券Ｚ，市場ポートフォリオの特性

期待
収益率

収益率の
標準偏差 ベータ

証券Ｘ 10.2 ％ 25.0 ％ 1.2

証券Ｙ 7.8 ％ 18.0 ％ 0.8

証券Ｚ ⑩ 35.0 ％ 1.5

市場ポートフォリオ 9.0 ％ 20.0 ％ 1.0

注）　収益率は年率パーセント，安全資産の収益率（無リスク利子率）は 3％，

　　 証券Ｘと証券Ｙの収益率間の相関係数は 0.37。

次の文中の空欄①〜⑩に当てはまる最も適切な語句または数値を答えなさい。ただし，空

欄①〜④，および空欄⑧〜⑩には数値，空欄⑤〜⑦には語句を答えること。

投資家Ａは，初期資産として 100 万円を保有している。初期資産を用いて，証券Ｘに 70

万円，証券Ｙに 30 万円を投資して構築したポートフォリオでは，期待収益率は ①

％，収益率の標準偏差は ② ％となる。一方，初期資産 100 万円に加えて安全資産を

50 万円空売りし（無リスク利子率で借入れ），150 万円を証券Ｘに投資した場合，期待収益率

は ③ ％，収益率の標準偏差は ④ ％となる。

W．シャープらによって開発された証券市場の均衡理論は，資本資産評価モデル（CAPM）

である。CAPMが成立している時，市場ポートフォリオは ⑤ で，かつ危険資産だ

けを用いて構築できるポートフォリオの中で ⑥ が最大である。個別証券のトータ

ル・リスクのうち市場ポートフォリオと連動しない部分は， ⑦ リスクと呼ばれる。

証券Ｘのリターンのトータル・リスクのうち， ⑦ リスクの占める割合は ⑧

％となる（ここではリスクは分散で測るものとする）。

（表 1）において，CAPMが成立しているとする。この時，証券Ｙと市場ポートフォリオ

の収益率間の相関係数は， ⑨ となる。また，証券Ｚの期待収益率は， ⑩ ％

となる。

問題 2

問
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第 2問 問題 2 参考資料

平方根
ｘ x ｘ x

400.0 20.000 451.0 21.237
401.0 20.025 452.0 21.260
402.0 20.050 453.0 21.284
403.0 20.075 454.0 21.307
404.0 20.100 455.0 21.331
405.0 20.125 456.0 21.354
406.0 20.149 457.0 21.378
407.0 20.174 458.0 21.401
408.0 20.199 459.0 21.424
409.0 20.224 460.0 21.448
410.0 20.248 461.0 21.471
411.0 20.273 462.0 21.494
412.0 20.298 463.0 21.517
413.0 20.322 464.0 21.541
414.0 20.347 465.0 21.564
415.0 20.372 466.0 21.587
416.0 20.396 467.0 21.610
417.0 20.421 468.0 21.633
418.0 20.445 469.0 21.656
419.0 20.469 470.0 21.679
420.0 20.494 471.0 21.703
421.0 20.518 472.0 21.726
422.0 20.543 473.0 21.749
423.0 20.567 474.0 21.772
424.0 20.591 475.0 21.794
425.0 20.616 476.0 21.817
426.0 20.640 477.0 21.840
427.0 20.664 478.0 21.863
428.0 20.688 479.0 21.886
429.0 20.712 480.0 21.909
430.0 20.736 481.0 21.932
431.0 20.761 482.0 21.954
432.0 20.785 483.0 21.977
433.0 20.809 484.0 22.000
434.0 20.833 485.0 22.023
435.0 20.857 486.0 22.045
436.0 20.881 487.0 22.068
437.0 20.905 488.0 22.091
438.0 20.928 489.0 22.113
439.0 20.952 490.0 22.136
440.0 20.976 491.0 22.159
441.0 21.000 492.0 22.181
442.0 21.024 493.0 22.204
443.0 21.048 494.0 22.226
444.0 21.071 495.0 22.249
445.0 21.095 496.0 22.271
446.0 21.119 497.0 22.293
447.0 21.142 498.0 22.316
448.0 21.166 499.0 22.338
449.0 21.190 500.0 22.361
450.0 21.213 501.0 22.383
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次の文章を読み，以下の設問に答えなさい。なお，計算問題については，数値が小数点第 

2 位で割り切れない場合は，小数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位まで答えること（計

算途中での四捨五入は行わない）。

コールオプションとは，ある期限までに，定められた権利行使価格で原資産を購入する権

利である。原資産は満期まで配当せず，ヨーロピアン型のコールオプションを前提とする

と，コールオプションの価値はブラック・ショールズモデルにしたがえば，次に述べる 5つ

の変数の関数である。

1．原資産価格

2．権利行使価格

3．満期までの期間

4．無リスク利子率

5． ①

例えば，現在，Ａ社株の株価が 4,000 円だとする。Ａ社株を原資産とする満期が 1年の

コールオプションで，権利行使価格が 6,000 円だとする。満期時には，コールオプションの

価値は株価が 6,000 円を超えることで初めて正になるので，他の変数を一定だとすると，原

資産価格が上昇するほど，コールオプションの価値は高くなる。したがって，コールオプ

ションの価値と原資産価格には正の関係があると言えよう。また，他の変数を一定だとする

と，コールオプションの価値と権利行使価格は負の関係にある。同様に，満期までの期間と

は ② の関係に，無リスク利子率とは ③ の関係に， ① とは正の関係

にあると言える。

コールオプションの価値を計算する場合，複製の概念を用いて評価することができる。

コールオプションを保有することと同じ経済的効果を，安全資産を空売りし（無リスク利子

率で借入れ）， ④ を部分的に保有することで複製できるのである。

文中の空欄①〜④に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

問題 3

問 1
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現在，Ａ社株の株価は 4,000 円だとする。図 1に示すようにＡ社株は， 1年後に 8,000 円

に上昇するか，2,000 円に下落するかどちらか 2つの状態しかないとする。この場合， 1年

後が満期で，権利行使価格が 6,000 円のコールオプションを複製すると考えて，以下の問い

に答えなさい。ただし，無リスク利子率は年率 1％だとする。またＡ社株の配当は無いもの

とする。

図 1　株価の変化 図 2　コールオプション価値の変化

以下の文章の空欄⑤と⑥に適切な数値を入れなさい。

「このコールオプションを複製するためには， ⑤ 円の安全資産を空売りし（無リス

ク利子率で借入れ）， ⑥ 株のＡ社株を購入すれば良い。」

株価が上昇するリスク中立確率を求めなさい。

このオプションの理論価格（図 2のＸ円）を求めなさい。

問 2

現在
4,000 円

1 年後
8,000 円

2,000 円

現在
Ｘ円

1年後
2,000 円

0 円

問 2 － 1

問 2 － 2

問 2 － 3
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オプションの投資戦略について以下の問いに答えなさい。

株式Ｂ（現在の株価＝200 円）についてのコールおよびプットオプションを用いて次のポジ

ションをとるとき，満期におけるペイオフ図（初期のオプション料支払・受取りを含む）を描

きなさい。ただし，オプションの満期はすべて 1期末とし，オプション 1単位は，株式Ｂの

1株当たりとする。

（行使価格 200 円のコールオプション 1単位の買い）＋（行使価格 200 円のプットオプ

ション 1単位の買い）

（行使価格 200 円のコールオプション 1単位の買い）＋（行使価格 210 円のコールオプ

ション 1単位の売り）

問 3

問 3 － 1

問 3 － 2
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以下の各問について，答えなさい。

⑴　ある財の価格が上昇したとき，消費者のこの財に対する総支出金額が減少したとする。

このとき，需要の価格弾力性についていえることはどのようなことか答えなさい。

⑵　以下の文章の空欄（ア）〜（エ）に最も適切な数値を入れなさい。

「ある財の市場需要曲線が d＝ 10 − p，市場供給曲線が s＝ p− 2で与えられていると

する。ここで，pは財の価格，dは市場需要量，sは市場供給量である。このとき，政府

により従量税 t（2 0）が課され，生産者価格 psと消費者が直面する市場価格 pの間に， 

p＝ ps＋ tの関係があるとする。t＝ 2として課税後の均衡における価格を p＊，生産量を

q＊とすると，p＊＝（　ア　），q＊＝（　イ　）である。また，t＝ 2としたときの政府の税

収を T，および課税により発生する厚生損失（死荷重）を Dとすると，T＝（　ウ　）， 

D＝（　エ　）である。」

⑶　ある財の市場需要曲線と市場供給曲線がともに右下がりで，以下のように与えられてい

るとする。

d＝ 60 − 2p

s＝ 40 − p

ここで，dは市場需要量，sは市場供給量，pは財の価格である。このとき，市場の調

整過程がマーシャルの調整過程をとる場合，均衡の安定性はどのようになるか答えなさい。

⑷　以下の文章の空欄（ア）〜（ウ）に最も適切な語句を入れなさい。

「完全競争市場において，需要曲線と供給曲線の交点である市場均衡では社会的厚生は

（　ア　）となる。これに対して，外部不経済が存在し生産者が社会に損害を与えていると

すると，各生産水準において（　イ　）限界費用は（　ウ　）限界費用よりも大きくなり，社

会的厚生は（　ア　）とはならない。」

問題 1

（経　済　学）
第　 3　問

（満点 　100 点）
第 4問とあわせ

時　間　 2時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（50 点）
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以下の各問について，答えなさい。

⑴　ある合理的な消費者が，X財とY財を一定の予算の下で消費しているとする。この消

費者のX財の消費に関する限界効用をMUX，Y財の消費に関する限界効用をMUY，

X財の価格を PX，Y財の価格を PYとする。効用が最大化されているときに，MUX，

MUY，PX，PYの間に成立している関係を示しなさい。

⑵　ある合理的な消費者のY財で測ったX財の限界代替率をMRS，この消費者のX財の

消費に関する限界効用をMUX，Y財の消費に関する限界効用をMUYとする。このと

き，限界代替率を限界効用の記号を用いて表しなさい。

⑶　X財の価格が上昇するとき，Y財の需要量が減少するとする。このとき，Y財はX財

の何と呼ばれる財であるか答えなさい。

⑷　価格が上昇するときに，その財の需要量は増加するとする。そのような財は何と呼ばれ

る財であるか答えなさい。

⑸　合理的な消費者の需要行動において，ある財の価格が上昇するときにその財の需要量が

増加するとする。この理由を，代替効果と所得効果によって説明しなさい。

⑹　労働供給曲線の基礎を合理的な消費者の余暇と所得の選択行動で説明するとする。余暇

は上級財であり，賃金率は余暇の価格と考えることができる。このとき，労働供給曲線が

後方屈曲性を持つ場合に，賃金率の上昇に伴って労働供給量が減少する理由を，所得効果

と代替効果によって説明しなさい。

問題 2
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以下の各問について，答えなさい。

⑴　完全競争企業が利潤最大化行動をとっているとする。この企業が操業を停止しても続行

してもどちらでもよい状態（操業停止点）において，価格が満たすべき条件を記入しなさ

い。ただし，固定費用は正であり回収不可能な埋没費用（サンク・コスト）となっていると

する。

⑵　費用曲線と独占企業の行動に関する以下の文章の空欄（ア）〜（オ）に最も適切な語句，式

または数値を入れなさい。

「ある独占企業の総費用曲線が c＝ x2

2 ＋ 10 で表されるとする。ここで，cは総費用，

xは生産量である。右辺の第一項は xに応じて変化する費用であり，（　ア　）費用と呼ば

れる。平均費用を ACとすると，AC＝（　イ　）である。

この独占企業が，市場需要曲線を考慮したうえで，利潤の最大化を行う。市場需要曲線

が需要量を d，価格を pとして

d＝ 30 − p

と表される。このとき，利潤が最大となる生産量 x＊と，そのときの価格 p＊は，x＊＝ 

（　ウ　），p＊＝（　エ　）である。また，独占による厚生損失（死荷重）を Dとすると， 

D＝（　オ　）である。」

⑶　利潤最大化行動をとっているある独占企業に，生産量にかかわらず一定の定額税が課さ

れる場合について，生産量と利潤に与える効果を説明しなさい。

⑷　独占的競争市場において，参入や退出が完了した長期均衡では，企業の利潤と平均費用

はどのようになるか説明しなさい。

問題 3
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以下の各文章の空欄（ア）〜（カ）に最も適切な語句を入れなさい。

⑴　貨幣供給量（マネーサプライ）は（　ア　）通貨と預金通貨の和として定義される。貨幣の

うち，中央銀行が直接コントロールできる量をマネタリーベースとよぶ。マネタリーベー

スは（　ア　）通貨と（　イ　）預金の和で定義される。いま，（　ア　）預金比率が一定のも

と，預金（　イ　）率が上がったとき，貨幣供給量とマネタリーベースの比率である貨幣乗

数（信用乗数）の値は（　ウ　）する。

⑵　最適な資本ストックの水準は，資本ストックの（　エ　）費用がない場合，資本ストック

の（　オ　）が，利子率と（　カ　）の和，つまり資本の使用者費用に等しくなるところで決

まる。

以下の各文章が正しいかどうかを判断し，正しければ答案用紙にある「正」を丸で囲み，誤

りであれば「誤」を丸で囲んだうえで誤っている理由を簡単に述べなさい。

⑴　リカードの中立命題によれば，政府が一定の財政支出を一括所得税で賄おうと，国債発

行で賄おうと，消費行動に影響はない。この命題は，消費者の借り入れが制約されている

かどうかにかかわらず成立する。

⑵　短期のフィリップス曲線は，インフレ率と失業率の間に多くの場合成立している逆相関

関係を示している。一方，長期のフィリップス曲線は，失業率がゼロのところで垂直に

立っている。

以下の 問 1 〜 問 3 に答えなさい。

資本と労働を投入要素とするコブ＝ダグラス型の総生産関数によって生産が行われている

国を考える。ある期間の経済成長率が 20 ％だったとする。その間の労働人口成長率が 

2 ％，資本ストック成長率が 20 ％であった場合，全要素生産性の成長率は何％であったか

求めなさい。ただし，労働分配率は 75 ％とする。

問題 1

問題 2

問題 3

問 1

（経　済　学）
第　 4　問

（満点 　100 点）
第 3問とあわせ

時　間　 2時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（50 点）
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りんごとみかんのみを消費する経済を考える。2014 年と 2015 年の 2年間のそれぞれにつ

いて各財の販売数量及び価格は下表で与えられているとする。

2014 年 2015 年

りんご 販売数量 30 個 15 個

価格 100 円 200 円

みかん 販売数量 10 個 20 個

価格 200 円 300 円

2014 年を基準年としたときの 2015 年の消費者物価指数を，2014 年の消費者物価指数を 1  

として求めなさい。

国民所得をY（兆円），一括所得税をT（兆円）として，消費 C（兆円）が消費関数

C＝ 100 ＋ 0.8（Y−T）

で決まる閉鎖経済を考える。投資および政府支出は一定とする。 1兆円の減税を行ったとき

に，均衡国民所得は何兆円増えるか求めなさい。

財市場において消費関数を C＝ 0.5Y，設備投資を I＝ 20 − 100r，政府支出を G＝ 25 

とする。ここでYは国内総生産，rは利子率である。また貨幣市場において貨幣需要関数を

L＝ 1
r− 0.1

とする。利子率 rは貨幣需要量と貨幣供給量が一致するように決まる。物価水準は 1のまま 

変わらないとする。利子率と貨幣供給量は正の数とする。以下の文章の空欄（ア）〜（ウ）に最

も適切な語句または数値を入れなさい。

「貨幣供給量が 20 のとき，均衡国内総生産の値は（　ア　）である。この状態から貨幣供給

量を増やすことにより，均衡国内総生産の値を（　イ　）未満にすることはできるが（　イ　）

を超える値にすることはできない。一般的に，貨幣供給量をいくら増やしても国内総生産を

増やすことができなくなるような状態を（　ウ　）という。」

若年期と老年期の計 2期間を生きるＡさんの消費計画を考える。Ａさんは若年期には働い

て給与を，そして老年期には年金を受け取る。Ａさんが若年期に受け取る給与の総額を 60，

老年期に受け取る年金の総額を 40 とする。Ａさんは，貯蓄をすることで若年期と老年期の

消費額が同じになるように計画を立てる。なお，若年期最初のＡさんの資産額を 0とし，ま

たＡさんは次世代に借金や遺産を残さないとする。利子率を 0％とする。

⑴　Ａさんの若年期の消費額を求めなさい。

⑵　Ａさんが若年期に貯蓄する額を求めなさい。

⑶　このように消費者が生涯収入を考慮に入れて毎期の消費を決めるという仮説を何仮説と

いうか答えなさい。

問 2

問 3

問題 4

問題 5
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（民　　　法）
第　 5　問

（満点 　100 点）
第 6問とあわせ
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Ａは，社会福祉法人Ｂの理事であり，Ｂの業務に関する包括的な代理権を有している。2014 年 3  

月，Ａは，Ｂの代理人として，Ｂ所有の甲土地を，市場価格の半分以下というごく低廉な価格で不動

産仲介業者Ｃに売却する旨の契約を，Ｃとの間で締結した。その後 2015 年 6 月，Ｃは，甲土地をＤ

に売却した。甲土地の登記名義と占有は，ＢからＣ，ＣからＤへと順次移転し，現在に至っている。

以下の 問 1 ， 問 2 の各場合において，ＢはＤに対して甲土地の所有権が自己にあることを

主張することができるか。必要に応じてＣやＤの主観的態様につき場合分けをしつつ，解答しなさ

い。なお， 問 1 ， 問 2 は，それぞれ独立した問いである。

Ａは，Ｂに対して，Ｃへの甲土地の売却価格が低廉となった原因について，甲土地が有害物

質で汚染されているためであると説明していた。しかし，実際には土壌汚染の事実はなく，Ａ

が価格を低く設定したのは，自己の居住する宅地建物を購入する上でＣに便宜を図ってもらお

うとしたためであった。そうした事実を後に知ったＢは，2015 年 7 月，ＢＣ間の売買契約の

効力を否定して，甲土地が自己の所有であることをＤに主張した。これは認められるか。

Ｃへの甲土地の売却価格が低廉となったのは，甲土地が有害物質で汚染されているとの説明

を，ＡがＣから受けたためであった。2015 年 5 月末日，Ｂは，Ｃの説明したような事実は存

在せず，Ｃに騙されてＡが売買契約を締結したことを知った。Ｂは，ただちにＣに対して売買

契約を取り消す旨を，内容証明郵便をもって通知し，ＢからＣへの所有権移転登記を抹消する

よう請求した。しかし，その直後の同年 6月上旬，ＣはＤに対して甲土地を転売し，その旨の

移転登記もなされた。そこで，Ｂは，同年 7月，甲土地が自己の所有であることをＤに主張し

た。これは認められるか。

問 1

問 2
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Ａ所有の甲土地について，Ｂは，Ａとの間で，建物所有を目的とする賃貸借契約を締結した。賃貸

借契約締結後，Ｂは，甲土地上に乙建物を建設し，自己名義の所有権保存登記を済ませた。

この場合について，以下の 問 1 ， 問 2 に解答しなさい。なお， 問 1 ⑴，同⑵， 問 2

は，それぞれ独立した問いである。

Ｂは，乙建物に，Ｂの長女Ｃ，及び，Ｃの長男Ｄとともに居住しており，Ａは，甲土地の賃

貸借契約締結時に，Ｂが，Ｃ，及び，Ｄとの同居を予定して当該契約を締結したことを知って

いた。Ｂは，病気のＣの面倒をみてもらおうと考え，乙建物をＤに贈与し，Ｄへの所有権移転

登記を経由した。Ｂ，Ｃ，Ｄは贈与後も乙建物に居住しており，甲土地及び乙建物の使用状況

は贈与の前後で変化はなく，賃料もＡに対して従前と同様に継続して支払われている。

⑴　乙建物がＤに贈与されたことを後から知ったＡは，ＢによるＤへの賃借権の無断譲渡を

理由に，ＡＢ間の賃貸借契約を解除することができるか。

⑵　乙建物がＤに贈与されたことを後から知ったＡは，甲土地についての賃貸借契約をＤと

の間で改めて締結した。その後，ＡはＥに甲土地を売却し所有権移転登記を経由した。こ

の場合において，Ａ，Ｄ，Ｅの三者間の法律関係について論じなさい。

Ｆは，Ｂとの間で事業に使用することを目的として，乙建物について賃貸借契約を締結し，

Ｂの承諾を得て，乙建物に大規模な改造を加えた。その後，Ｆは，自身で乙建物での事業をす

ることを諦め，Ｂの承諾を得たうえで，当該事業に精通しているＧとの間で乙建物についての

転貸借契約を締結した。Ｇは，Ｆより乙建物の引渡しを受け，事業を継続している。

賃貸借契約の締結から半年後，ＦがＢに対して賃料を支払わなくなったため，Ｂは，Ｆに対

して，相当期間を定め，その期日までに賃料を支払わなければ契約を解除する旨を通知した。

しかしながら，上記期間の経過後も，賃料が支払われなかったため，ＢはＢＦ間の賃貸借契約

を解除したうえで，Ｇに対して，乙建物の明渡しを請求してきた。Ｇは，これを争っている間

も乙建物での事業を継続していたものの，Ｆに対する転借料は支払わなくなった。この場合，

Ｆは，Ｇに対して，転借料の支払を請求することができるか。

問 1

問 2



表：所得再分配による所得階級別の世帯員分布の変化（等価所得）

【等価当初所得階級】 世帯員数
世帯構成 等価当初所得

構成比 累積比 相対等価所得 累積相対等価所得

100 万円未満 3,357 0.270 0.270 0.028 0.028

100 万円以上 200 万円未満 2,073 0.167 0.437 0.089 0.117

200 万円以上 300 万円未満 2,074 0.167 0.604 0.146 0.263

300 万円以上 400 万円未満 1,773 0.143 0.747 0.175 0.437

400 万円以上 500 万円未満 1,239 0.100 0.847 0.158 0.595

500 万円以上 600 万円未満 744 0.060 0.907 0.116 0.711

600 万円以上 700 万円未満 449 0.036 0.943 0.083 0.794

700 万円以上 705 0.057 1.000 0.206 1.000

総数 12,414 1.000 1.000

【等価再分配所得階級】 世帯員数
世帯構成 等価再分配所得

構成比 累積比 相対等価所得 累積相対等価所得

100 万円未満 749 0.060 0.060 0.033 0.033

100 万円以上 200 万円未満 2,656 0.214 0.274 0.140 0.174

200 万円以上 300 万円未満 3,348 0.270 0.544 0.217 0.391

300 万円以上 400 万円未満 2,437 0.196 0.740 0.206 0.597

400 万円以上 500 万円未満 1,465 0.118 0.858 0.145 0.742

500 万円以上 600 万円未満 774 0.062 0.921 0.094 0.836

600 万円以上 700 万円未満 410 0.033 0.954 0.053 0.889

700 万円以上 575 0.046 1.000 0.111 1.000

総数 12,414 1.000 1.000

資料：厚生労働省『平成 23 年所得再分配調査報告書』（第７表）　より一部変更
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x

−1 0 1
−1 0.1 0 0.1

y 0 0 0.4 0
1 0.2 0 0.2
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値 10 14 15 18 20 20 … 37
順位 1 2 3 4 5.5 5.5 … 20

n m 2 3 4 5 6 7 8 9 10
8 3 8 14 21 29 38 49
9 3 8 14 22 31 40 51 62
10 3 9 15 23 32 42 53 65 78
11 3 9 16 24 34 44 55 68 81
12 4 10 17 26 35 46 58 71 84
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Coefficients:

              Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)

(Intercept)  5.416e+04  4.139e+03  13.084   <2e-16

Yd           1.682e-01  7.256e-02   2.318   0.0232

Trend        1.387e+02  6.691e+00  20.730   <2e-16

QII         -4.828e+03  1.455e+03  -3.319   0.0014

QIII        -4.673e+02  5.598e+02  -0.835   0.4065

QIV         -2.453e+03  1.916e+03  -1.281   0.2043

---

Residual standard error: 885.3 on 75 degrees of freedom

Multiple R-squared:  0.9516,    Adjusted R-squared:  0.9484

F-statistic: 294.9 on 5 and 75 DF,  p-value: < 2.2e-16
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（注）　たとえば，1.234e+04 は1.234#104，1.234e-04 は1.234#10-4である。



図 と の時系列的な推移

図 と の散布図
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